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１４２ 松山大学論集 第２１巻 第３号
た点は「正当である」という評価がなされている。１８３）１８４）
注
１８０）東京地判昭６３・４・５判タ６６８号２２３頁。
１８１）川端・前掲注（１）１２２頁。
１８２）的場＝川本・前掲注（２６）１２０頁。さらに，橋爪・前掲注（２）１６９頁。
１８３）川端・前掲注（１）１２２頁。ただし，川端教授は，本判決が侵害の不正性の問題として
事案を処理している点については，疑問がある，とされている（川端・前掲注（１）１２２－
３頁）。
１８４）本件の事案を，侵害の急迫性の問題として処理するとしても，侵害の不正性の問題と
して処理するとしても，結論には全く影響を与えないように見えるが，「後者の解決によ
れば，なお緊急避難（ないし過剰避難）が成立する余地が，少なくとも理論的には残る」
から，「侵害の不正性を否定する」という処理は，「事実上」，「防衛行為の相当性を（緊急
避難と同じレベルまで）制限するという効果をもたらすことになる」という指摘がある（橋
爪・前掲注（２）１６９頁）。
（脱稿日：平成２１年６月９日）
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